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  TEDS対応 ＴＤ－２７５Ｔ デジタル指示計 

        簡易取扱説明書                     D010398-00E 

 

 
 

このたびは、TD-275Tデジタル指示計をお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。 

TD-275Tの優れた性能を充分に発揮させ、正しく安全にご使用いただくため、はじめにこの簡易取扱説明書 

及びCD版取扱説明書をお読みいただき、内容を正しくご理解した上で、お使いくださるようお願いいたします。 

 

 

 

 

パッケージには次のものが同梱されています。万が一、不足しているものがありましたら、弊社までご連絡ください。 

□ TD-275T 本体       1 

□ 簡易取扱説明書（本書）     1 

□ フエライトコア付AC電源ケーブル     1 

□ CD-ROM版 取扱説明書、統計解析ソフト(TD-View)   1 

□ センサ入力コネクタ  フェニックスコンタクト社 MC 1.5/12-STF-5.08  1 

□ 制御入出力コネクタ／プラグ 富士通製   コネクタ  FCN-361J032-AU  1 

カバー   FCN-360C032-B  1 

 

    
 
 
センサ信号入力コネクタ 

各信号線は約5mm先端の被覆を剥き、先端をばらさな 

い程度よじります 

                     マイナスのミニドライバなどにて結線してください。 

適応線材1.5φ以下（28～16AWGサイズ）です。 

結線後軽く電線を引いて、確実にクランプされている事を 

確認下さい。特にセンサ部の結線は確実に行ってください。 

    
適合コネクタ  

フェニックスコンタクト社製（付属） 

型名  MC 1.5/12-STF-5.08 

 
 
 
 
 

ピンアサイン 

1,2：TEDSセンサデータ入力 

                    TEDS対応センサはNDI-7Pケーブル出力ですので、 

TEDS変換ケーブルにて接続します。 

1･････ ＋   （橙） 

2･････ ＣＯＭ  （緑） 

 

3－6：ひずみゲージ式センサを接続する端子です。 

3･･････ ＋ＥＸＣ （赤 Ａ） 

4･･････ －ＳＩＧ （黒 Ｂ） 

5･･････ －ＥＸＣ （青 Ｃ） 

                               6･･････ ＋ＳＩＧ （白 Ｄ） 

 
 

荷重センサの接続           7,8：電圧出力（センサに比例した電圧を出力します） 

センサ入力 1mV/V当たり約1Vです 

                             7･･････ 電圧出力 （0～約±3V） 

                             8･･････ ＣＯＭ 

 
9,10,11：予約端子です。この端子には何も接続しないでください。 

 

12：Ｆ.Ｇ （フレームグランド） 

荷重センサ、ストロークセンサのシールドを接続します。 

 
 

ブリッジ電圧の設定：トップ画面から“設定”→“詳細設定”→“センサ較正”→“荷重センサ”→“ＢＶ選択“を 

選択し、2.5V、又は 10Vを設定します。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ピン番 方向 信号名 ピン番 方向 信号名 

A1 入 荷重デジタルゼロ B1 入 ワーク切り替え１ 

A2 － 予約 B2 入 ワーク切り替え２ 

A3 入 測定 開始／終了 B3 入 ワーク切り替え３ 

A4 － 予約 B4 入 ワーク切り替え４ 

A5 入 ホールド指令 B5 入 外部判定リセット 

A6 入 リセット B6 － 信号ＣＯＭ 

A7 － 予約 B7 － 信号ＣＯＭ 

A8 － 予約 B8 － 信号ＣＯＭ 

A9 出 ＬＬ B9 － 信号ＣＯＭ 

A10 出 ＬＯ B10 － 予約 

A11 出 ＧＯ B11 － 予約 

A12 出 ＨＩ B12 出 判定完了 

A13 出 

 

 

荷重判定出力 

ＨＨ B13 出 測定完了 

A14 － 予約 B14 出 荷重正常 

A15 － 予約 B15 － 予約 

A16 － 予約 B16 － 予約 

 
適合コネクタ  富士通製  コネクタ   FCN-361J032-AU 

カバー    FCN-360C032-B 

信号の名称と機能 

A1 ：荷重デジタルゼロ   ONのエッジで、荷重値のデジタルゼロを取ります。 

但し、荷重センサ較正時の“０点調整”値をゼロとして、現在の荷重値が 

“ゼロリミット設定値”を超えている場合には取れません。 

 

   A3 ：測定 開始／終了   通常、ONのエッジで測定準備完了になり、OFFにて測定終了になります。 

実際の測定の開始はワーク毎で設定された測定開始・終了条件により測定が 

開始されます。 

開始条件設定は、1.スタート信号のみ 2.荷重値の組み合わせによる条件設定 

が出来ます。 

同じく、終了時の条件設定も開始と同様の設定が出来ます。 

 

A5 ：ホールド指令    “サンプルホールド”時、荷重値ホールドのタイミング接点信号でこのON 

時点の荷重値をホールドし判定を行います。 

ただし、信号がON/OFF/ONなどしたときは測定中の最初のONタイミングの 

荷重値をホールドします。また、荷重値表示はホールドされるが、 

波形表示（データ）は継続されます。  

 

A6 ：リセット       エラーなどに使用し測定状態に関係なくすべての動作を中止し、測定データ 

を破棄します。指示計は、電源投入時と同じ状態になります。 

(設定値は保持されます) 

 

A9 (LL) ：荷重判定出力   

A10(LO)                    測定期間中の、各ホールドモードで固定された荷重値と荷重判定値とを比較 

A11(GO)                    した結果をNO/GO判定する判定結果出力です。 

A12(HI)  

A13(HH)  

 
B1：(ワーク切り替え 1)   外部からのワーク番号の入力で、A3の“測定 開始／終了”以前に設定されて 

B2 (ワーク切り替え 2)  いる必要があります。 

B3 (ワーク切り替え 3)  なを、この入力は“設定”→“ワーク入力切替”→“外部入力”に設定されて 

B4 (ワーク切り替え 4)  いないと有効になりません。 

 

B5 ：外部判定リセット   荷重判定出力（A9,A10,A11,A12,A13）をリセットします。 

常時判定が“有効”の場合は、ホールド値の荷重判定出力をリセットし、常時判定 

出力にします。 

画面のホールド表示と判定表示には影響しません。 

 

B6,B7,B8,B9 ：信号ＣＯＭ   

入出力信号のＣＯＭ（共通）端子です。 

 

B12 ：判定完了      サンプルホールドなど一義的に荷重ホールド点が決まるホールドモードの場合 

その完了時点でONとなります。次の測定 開始／終了信号でOFFとなります。 

 

B13 ：測定完了       測定の完了、CFにデータの終了後時ONとなります。 

次の測定が開始可能となります。 

 

B14 ：荷重正常       デジタルゼロリミット、センサエラー、表示値オ－バ－などロードセルに 

関するエラーの時ONからOFFになります。 

 

A2,A4,A7,A8,A14,A15,A16 

B10,B11,B15,B16 

:予約 予約端子です。この端子には何も接続しないでください。 

 
 
 
 
センサを接続し、電源を投入した時に指示値が“安定しない” または、較正時点でゼロバランスが取れない場合に 

は較正ができません。センサが指示計のゼロ調整範囲(0～±2mV/V)を超えている場合があります。 

このような時は、“ひずみ表示”モード（設定→詳細設定→測定表示→ひずみ表示）でセンサの状態を確認して下さい。 

このモードはセンサ出力をゼロ点も含めたひずみ量を表示するモードで0～±3mV/Vの入力を0～±6000と表示します。 

 

 

 

 

はじめに 

制御信号の接続

センサの接続

パッケージ内容

較正作業の前に

1 TEDS 
2 GND

3 +EXC (A)

4 -SIG (B)

5 -EXC (C)

6 +SIG (D)

7 V-OUT

8 COM

9 RESERVED 
10 RESERVED 
11 RESERVED 
12 F.G

センサを接続する前に必ずブリッジ電圧の設定を行ってください。 

誤った設定をするとセンサが壊れることがあります。 
注意 



黒 Ｌ

白 Ｎ

緑／黄  ＦＧ

＋

＋

＋

 

 
 
TD-275T指示計とひずみゲージ式センサとの出力をどのような指示値にするかの操作のことを「較正」 

といいます。TD-275Tには次の３種類の較正方法があります。 

 

◇ 等価入力較正 

ひずみゲージ式センサの定格出力値（mV/V）と、定格容量値（表示させたい値）をキー入力するだけの 

実負荷によらない較正方法です。実際の負荷がかけられない場合でも簡単に較正が行えます。 

例えば、 

 

荷 重の場合、２.００１ｍＶ／Ｖ－１００Ｎ 

圧 力の場合、２.００２ｍＶ／Ｖ－１０.００ＭＰａ 

トルクの場合、２.５０２ｍＶ／Ｖ－１５.００Ｎ・ｍ 

 

などと表されている値を登録することにより、自動的にゲインを決定し表示します。 

 
 

 ひずみゲージ式センサには、下記の様な内容が書かれた試験成績表が添付されています。 

     定格容量 ：Rated Capacity･････････････････････ 荷重（単位：㎏,tonなど） 

     定格出力 ：Rated Output･･･････････････････････ 電圧（単位：mV/V） 

     非直線性 ：Nonlinearity････････････････････････ %R.O 

     ﾋｽﾃﾘｼｽ  ：Hysteresis･･････････････････････････ %R.O 

  入力端子間抵抗：Input Terminal Resistance･･･････････ Ω 

  出力端子間抵抗：Output Terminal Resistance･･････････ Ω 

  零バランス  ：Zero Balance････････････････････････ x10-6 ひずみ 

※ 等価較正に必要なデータは定格容量と定格出力値です。 

    TEDS対応のセンサにはこれらデータが内蔵メモリに書き込まれています。 

 

 

 

◇ 実負荷較正 

ひずみゲージ式センサに実負荷をかけ、等価入力較正画面で設定された表示値(荷重値)にする較正方法です。 

誤差の少ない正確な較正が行えます。 

 

◇ ＴＥＤＳ較正 

ひずみゲージ式センサの定格出力値（mV/V）と、定格容量値がTEDSメモリに記録されており、このデータ 

を基にして行う較正方法です。  但し、TEDS対応ﾒﾓﾘには、1Kbit品と4Kbit品がありますが、TD-275Tは 

 4Kbit品にのみ対応しています。 

 

 

 

 

 

トップ画面から“設定”→“詳細設定”→“センサ較正”→“荷重センサ”→“等価入力較正“を選択します。 
 

             使用するセンサの試験成績表から定格出力を入力します。 

                                      ：定格出力（Rated Output） 

次に、同じく         センサの成績表から定格容量値を入力画面にいれます。 

：定格容量（Rated Capacity）  

更新ボタンを押すと較正が完了します。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
トップ画面から“設定”→“詳細設定”→“センサ較正”→“荷重センサ”→“ＴＥＤＳ較正“を選択します。 
 

TEDS較正を選び“読込”ボタンを押します。 

読み込みが完了すると画面上にセンサの定格出力及び表示値 

（定格容量）及び単位を表示しましたら“更新”ボタンを押すと 

較正が完了です。 

 
           

TEDS較正はセンサ内のメモリからの情報を読み込み感度較正を 

行う方法ですが、センサにはいろいろな定格容量値（表示値）が 

あります。 

TD-275Tではセンサの定格容量値に対して次の様な定格容量 

指示値になります。 

 

なを、表示値を変更したい場合には較正後、等価入力較正画面に 

戻り“表示値”で少数点も含め修正が可能です。 

                      このとき等価入力較正画面の定格出力にはTEDSで読んだ値が表示 

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TEDSセンサ読み込み後の表示値 

 

ＴＥＤＳ較正データ(mV/V) 指示計の表示
の表示値 小数点位置 

１Ｎ １．０００
２Ｎ ２．０００

３Ｎ ３．０００

４Ｎ ４．０００

５Ｎ ５．００

１０Ｎ １０．００

２０Ｎ ２０．００

３０Ｎ ３０．００

４０Ｎ ４０．００

５０Ｎ ５０．０

１００Ｎ １００．０

２００Ｎ ２００．０

３００Ｎ ３００．０

４００Ｎ ４００．０

５００Ｎ ５００

１ＫＮ １．０００

２ＫＮ ２．０００

３ＫＮ ３．０００

４ＫＮ ４．０００

５ＫＮ ５．００

 
 
 
 

実負荷較正を行う前に。“等価入力較正”を選び、実際に乗せる荷重値を等価入力較正画面の 

“表示値”に設定しておきます。この設定荷重値が“実負荷較正”に反映されます。 

 

トップ画面から“設定”→“詳細設定”→“センサ較正”→“荷重センサ”→“実負荷較正“を選択します。 
  設定画面から“実負荷較正”を選びます。 

 

０点測定： 

荷重センサを無負荷状態にして“０点測定”ボタンを押し、 

荷重負荷ゼロ点を設定します。0点の量に従ったバーが表示され、 

表示値はゼロになります。 

この時 指示値が不安定やゼロでない場合には、センサ及びセンサ 

ケーブルを含めたチエックが必要です。0点の取れる範囲は約 

±2mV/Vです。 

測定（スパン調整）： 

センサに測定する秤量を乗せ“測定”ボタンを押します。変移量に従ったバーが表示され希望の表示になり 

ましたら、“ＯＫ”ボタンを押し終了します。 

0点調整と同様、指示が不安定や指定の値にならない場合にはセンサ、及びセンサケーブルを含めたチエッ 

クが必要です 

 

 

 

 

各較正終了後“０点調整”を行って下さい。 

この0点調整機能は、お客さまの装置に取り付けられたセンサ及び治具を含めた初期荷重値を記憶するための機能で 

す。初期荷重値は“ひずみ表示”モードと共にセンサのメンテナンスなどで経年変化、使用状態をチエックする上で重 

要な値です。 

TD-275Tではこの値を、センサ設定項目の“ゼロリミット”値との比較に使用して無条件に0点が取れる事を防止 

しています。 

 

トップ画面から“設定”→“詳細設定”→“センサ較正”→“荷重センサ”→“０点調整“を選択します。 
 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 保証期間はお買いあげ日から１年間です。 

  取扱説明書、本体ラベルなどに従った正常な使用状態で、保証期間内に故障が発生した場合には、最寄りの 

  ティアック株式会社営業所、またはサービス部門が無償で修理させて頂きます。 

 

 

 
 
ティアック株式会社  〒206-8530 東京都多摩市落合1-47  

情報機器事業部 情報機器営業部 計測営業課 

TEL 042 (356) 9161 

較正方法について

お問い合わせ先

等価入力較正

実負荷較正

ＴＥＤＳ較正

保証について

AC 電源入力端子台

０点調整について


